
「内外合一」とは
外科を行うには、内科、
すなわち、患者の全身
状態を詳しく診察して、
十分に把握した上で治療
すべきである。

「活物窮理」とは
治療の対象は生きた人間であり、それぞれが
異なる特質を持っている。そのため、人を
治療するのであれば、人体についての基本
理論を熟知した上で、深く観察して患者
自身やその病の特質を究めなければなら
ない。

記録によれば、青洲が手術を手掛けた患者数は143人
とされる。この多くの実体験をベースに、周囲では
ともすると病気だけを見て、生きた患者を診ない
医療の姿勢を厳しく戒めました。
「内外合一」「活物窮理」などの本質を説き、青洲の
住居兼医院・医学校の「春林軒」には、1,800名を超える
人々が門戸を叩き、その教えを受けたといいます。

青洲の医の心構え「内外合一」「活物窮理」
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館内企画展アーカイブ バーチャル展示室360 https://www.tcmit.org/360virtual/

これまでにトヨタ産業技術記念館で開催した企画展をご紹介するデジタルアーカイブです。 
360 度 VR コンテンツで、臨場感溢れるバーチャル展示をお楽しみください。
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